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令和６年 12月２日 

～ 地域で“ホンモノ”になるために ～ 

 

 

 吉津小の５年生が総合的な学習の時間に地域にむけて、おにぎりと味噌汁の「炊き出し」

をします。 

・全国至るところで起こる自然災害。被災地支援の様子が報道されますが、自分たちにでき

ることはとても少ないと思っている人が多いのが現状です。しかし、いつか、自分たちの

地域も被災するかもしれない。将来、自分が暮らすところで自分自身が被災するかもしれ

ない。被災時に生かすことができる“ホンモノ”の学びをつくります。命を守るために、

支援のために、誰かのために、自分の学びを生かせるのだという子どもたちを育てます。 

 

 日 時 

 ・12月 11日（水）9時～14時頃まで 

 

 場 所 

 ・吉津地区公民館 

 

 内 容 

 ・地域の婦人会の方と協力して「味噌汁」「おにぎり」を作る。（約 50食） 

 味噌汁の中身には、須津農家組合さんがつくるサツマイモが入ります。 

 おにぎりの米は、地域の農家さんと協力して自分たちで植え、自分たちで刈った稲で

す。 

 

 その他 

 ・地域の回覧板、地区放送で、地域に参加を呼びかけました。 

 

【担当者のコメント】 

  今回は、地域のお世話になった人に「ふるまう」ための調理ではありません。「炊き出し」

をイメージして実際に作ってみます。本来なら、ライフラインが止まることも想定されます

が、今回は、水も電気もガスも使える状況での「炊き出し」です。これをきっかけに、来年

度以降、さらに学習がすすみ、ライフラインが止まった時に…等でも考えていけるといいと

思っています。 
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